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（３）研究課題名（申請時に記載したものと同じ課題名を記入して下さい。） 
 アルツハイマー型認知症を発症する遺伝子組換えマウスを用いた聴覚機能の測定と解析 
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（５）研究成果の概要（公開） 
＊背景および目的、方法と結果、について、公開して差し支えない範囲で 1 ページ以内で記載。 

近年、難聴が認知症の大きなリスク因子であることが判明し、両疾患の病態および相互関係の理解に基づ

く新たな治療指針の提案が求められている。これまでに、内耳の発生や機能発現、そして認知症に関わる

タンパク質はいくつか同定されてきたものの、内耳機能の悪化がいかにこの神経変性疾患に影響を及ぼし

ているか、そしてこれらの臓器をつなぐ神経がどのように情報伝達しているかついてはほとんど不明であ

る。そこでこれらの課題にアプローチするため、本課題では、内耳研究を精力的に推進する申請者ら（日

比野グループ）が、眼をはじめとする感覚器や記憶に係る脳神経の発生・機能の解析について卓越した知

見と技術を有する受入担当教員（古川グループ）と協働し、後者が有するアルツハイマー型認知症の遺伝

子変異マウスを用いて、その内耳や脳を定量的あるいは定性的に測定・解析する計画を立てている。 
 本年度は、生後 3 ヶ月、6 ヶ月、12 ヶ月の認知症モデルマウスを題材に、聴力の評価を進めた。野生型

と比べ、著明な聴力の変化は認められなかった。一方で、認知機能が悪化し始める 6 ヶ月のマウスにおい

て、内耳を満たす細胞外液のタンパク質濃度を測定したところ、認知症モデルマウスの方が野生型よりも

高値を示した。細胞外液の電気泳動では、野生型に認められないバンドが認知症モデルマウスに認められ

た。これらの本年度得られた研究結果を基に、引き続きアルツハイマー型認知症モデルマウスの聴覚機能

の解析を行っていく。 
 
 
 
 
 

 


